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 京都大学研究用原子炉（京大炉）は，1964 年の運転開始から今日までの約 40 年間，

全国大学共同利用施設として利用され，研究・教育の両面で多大な成果を挙げて来まし

た。原子炉の制御系，ホットラボなどの附帯施設なども最近更新され，これからさらに

原子力及び放射性同位元素・放射線に関係する研究・教育が推進されると期待しており

ましたが，最近になって燃料問題等のため 2006 年３月をもって運転が休止される見込で

あることを知り，原子炉利用研究者一同は大変憂慮しています。 

 すでに立教大原研と武蔵工大原研の研究用原子炉がそれぞれ困難に直面して運転中止

に追い込まれ，いままた京大炉の運転が休止されると，これまで研究用原子炉を利用し

て研究・教育を推進してきた全国の 100 に及ぶ研究グループが研究の生命線である施設

を失い，それぞれの研究・教育を行う上で危機的な状況におかれることになります。あ

る程度の研究者・学生は原研等の原子炉を利用して研究・教育を継続することは可能で

しょうが，すべての原子炉利用研究者の要求に対応できるか甚だ疑問です。そもそも原

研の研究用原子炉も京大炉と同様に燃料問題で 2006 年以降運転できなくなるのではな

いかという危惧があります。 

 事態の深刻さは原研等の原子炉で原子炉利用研究のすべてに対応できるか否かという

量的なことだけではありません。質的に異なるのは，種々改善の余地もありますが，京

大炉では研究者自らが原子炉や周辺装置の運転・管理にも直接かかわっているので，所

外の共同利用者はそれらの研究者と相互に啓発することに加えて，運転条件等の具体的

な問題を議論しつつ研究が進められることであります。また，研究施設だけでなく大学

の教官たる研究者がいる研究環境に学部学生・院生の身を置かせることにより，そのよ

うな施設を持たない大学では到底できない，広い意味の原子力研究における人材育成と

いう効果を挙げることができます。教育の効果をデータをもって示すことはなかなか困

難ですが，かつて京大炉の共同利用研究に参加した多くの学生が社会に出てから原子力

及び放射性同位元素・放射線利用の分野で活躍し重要な役割を担ってきていることは紛

れも無い事実であり，京大炉が原子力関連教育に果たす役割の大きさを示しています。 

 研究が成果を挙げるまでには失敗の連続があり，成功するまで研究を営々と続ける風



土が研究のレベル向上には不可欠です。京大炉には ノーベル賞受賞者など多数の優秀な

人材を輩出してきた京都大学の伝統とされる自由の学風があり，実験装置の改良に柔軟

に対応し，アイデアを迅速に実験に取り込むことが比較的容易です。ここに大学の，と

くに京大の，原子炉利用の多くのメリットがあります。目的指向型のプロジェクト研究

に重点を置く研究機関でこのようなことを行うのは無理があるでしょうし，創造的ある

いは萌芽的な研究を育てていくのも困難であろうと考えます。エネルギー資源に乏しい

我が国では原子力利用は不可欠であり，エネルギー確保のために日の当らない原子炉利

用研究にも目を配って原子力研究の基盤を広げる必要があります。世界でいま注目され

ている分野だけを近視眼的に支援するのでは，先端研究のトップに立つことができない

ばかりか，エネルギー問題解決の将来を担う人材を育てることもできません。これまで

約 40 年間にわたって原子力及び放射性同位元素・放射線の利用に関する研究と人材育成

に貢献してきた京大炉の休止が長びくことによって日本の原子力利用の将来が危うくな

ると言っても決して過言ではありません。 

 燃料問題，財政問題，地元交渉など 2006 年４月以降 京大炉の運転を継続するにはさ

まざまな障害があることは承知しており，一時的な休止もやむを得ないと考えますが，

原子炉の健全性に問題が生じない限り 京大炉の運転休止期間を可能な限り短くして運

転を再開・継続し，原子力及び放射性同位元素・放射線に関係する幅広い研究に供され

るよう利用研究者を代表して強く要望いたします。 
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